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（購読料は分担金に含む）ま
し
た
が
、
平
成
二
三
年
六
月
二
八

日
（
火
）
午
前
一
一
時
一
五
分
よ
り

東
京
・
虎
ノ
門
の
日
本
消
防
会
館

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
執
り

行
わ
れ
、
総
務
大
臣
か
ら
各
代
表
者

に
叙
勲
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
受
章
者
の
方
々
は
皇
居

へ
参
入
、
拝
謁
し
た
後
、
記
念
撮
影

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
国
の
消
防
関
係
受
章
者

数
、
勲
章
別
内
訳
及
び
本
県
の
受
章

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　《
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
》

　
　

瑞
宝
中
綬
章 

一
名

　
　

旭
日
小
綬
章 

二
名

　
　

瑞
宝
小
綬
章 

四
四
名

　
　

旭
日
双
光
章 

二
名

　
　

瑞
宝
双
光
章 

一
〇
四
名

　
　

瑞
宝
単
光
章 

四
八
〇
名

　
　
　
　

計 

六
三
三
名

〈
兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
功
労
）〉

◎
瑞
宝
小
綬
章

　

元
西
宮
市

　
　

消
防
正
監　
　
　

岸
本　

健
治

の
強
化
、充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

消
防
の
発
展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共

の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と

等
、
こ
れ
ま
で
の
抜
群
の
功
績
に
よ

り
、
そ
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
東
日
本

大
震
災
の
た
め
例
年
よ
り
遅
く
な
り

　

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
永
年
に
わ

た
り
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
火
災
等
の
災
害
か
ら
防
御
す
る
と

と
も
に
、
幾
多
の
災
害
に
対
し
て
、

率
先
垂
範
し
て
敢
然
と
立
ち
向
か
わ

れ
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
力

　

元
加
古
川
市

　
　

消
防
正
監　
　
　

清
田　

利
弘

　

元
尼
崎
市

　
　

消
防
正
監　
　
　

近
成　

義
男

◎
瑞
宝
双
光
章

　

元
豊
岡
市
日
高
消
防
団

　
　

団　

長　
　
　
　

竹
中　

正
巳

　

元
加
東
市
消
防
団

　
　

団　

長　
　
　
　

吉
田　
　

繁

◎
瑞
宝
単
光
章

　

元
姫
路
市
姫
路
東
消
防
団

　
　

分
団
長　
　
　
　

石
橋　
　

雄

　

元
姫
路
市
飾
磨
消
防
団

　
　

団　

長　
　
　
　

梶
原　
　

哲

　

元
相
生
市
消
防
団

　
　

分
団
長　
　
　
　

勝
谷　

敏
宏

　

元
川
西
市
消
防
団

　
　

分
団
長　
　
　
　

小
林　

金
一

　

元
西
宮
市
消
防
団

　
　

分
団
長　
　
　
　

辰
馬　

正
治

　

元
西
宮
市
消
防
団

　
　

分
団
長　
　
　
　

中
条　

寛
爾

　

元
た
つ
の
市
消
防
団

　
　

分
団
長　
　
　
　

前
川　

隆
男

　

元
尼
崎
市
消
防
団

　
　

副
団
長　
　
　
　

丸
岡　

盛
夫

　

元
加
古
川
市
消
防
団

　
　

分
団
長　
　
　
　

宮
永　

正
三

　

平
成
二
三
年
六
月
二
九
日
（
水
）

一
一
時
一
五
分
よ
り
都
市
セ
ン
タ
ー

ホ
テ
ル
に
お
い
て
平
成
二
三
年
春
の

褒
章
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
総
務
大
臣

か
ら
代
表
者
に
褒
章
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
本
県
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
兵
庫
県
下
受
賞
者
（
消
防
功
績
）》

　
◎
藍
綬
褒
章

　
　

新
温
泉
町
消
防
団

　
　
　
　

団　

長 

西
岡　

安
雄

平
成
二
三
年
度
春
の
褒
章
伝
達
式

�

～
平
成
二
三
年
春
の
褒
章
が
四
月
二
九
日
（
昭
和
の
日
）
に
発
令
～

　

元
小
野
市
消
防
団

　
　

副
団
長　
　
　
　

田
中　

康
廣

　

元
高
砂
市
消
防
団

　
　

分
団
長　
　
　
　

玉
野　

平
三

　

元
赤
穂
市
消
防
団

　
　

分
団
長　
　
　
　

團　
　

武
司

　

元
淡
路
市
消
防
団

　
　

副
団
長　
　
　
　

丹
野　
　

匡

　

元
神
戸
市
北
消
防
団

　
　

副
団
長　
　
　
　

辻
井　
　

隆

　
平
成
二
三
年
春
の
叙
勲
が
四
月
二
九
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
叙
勲
の
受
章
者
（
消
防
関
係
）
は
、
全
国
で
六
三
三
名
、
う
ち
兵
庫
県
で
は
、

元
消
防
団
員
・
職
員
一
九
名
が
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲
（
消
防
関
係
）
伝
達
式
が
挙
行

平
成
二
三
年

平成 23年春の叙勲伝達式

伝達式に参列された方々
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平
成
二
三
年
六
月
一
九
日
（
日
）、

加
西
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

平
成
二
三
年
度
（
第
二
一
回
）
加
西

市
消
防
団
訓
練
礼
式
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
兵
庫
消
防
」
編
集
事

務
局
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
噂
の

大
会
を
突
撃
取
材
す
る
た
め
、
現
地

へ
向
か
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
朝
早

く
か
ら
加
西
市
消
防
団
第
一
～
一
二

分
団
が
集
合
し
、
盛
大
に
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　（
実
施
要
領
）

　

こ
の
訓
練
礼
式
大
会
は
、
消
防
団

の
迅
速
、
的
確
で
統
制
あ
る
消
防
活

動
を
確
立
す
る
た
め
、
昭
和
四
六
年

か
ら
二
年
ご
と
に
県
消
防
操
法
大
会

が
開
催
さ
れ
な
い
年
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
二
一
年
に
は
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
為
中
止
と
な

り
、
こ
の
度
、
四
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
一
チ
ー
ム
（
分
団
）
指

揮
者
一
人
、
右
翼
き
ょ
う
導
一
人
、

左
翼
き
ょ
う
導
一
人
、
隊
員
二
八
人

の
合
計
三
一
人
で
、礼
式
諸
動
作
は
、

「
消
防
訓
練
礼
式
の
基
準
」
に
基
づ

く
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
要
領
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

一 　

指
揮
者
は
「
笛
」
の
合
図
に
よ

り
「
集
ま
れ
」
の
号
令
を
下
し
、

整
列
線
に
お
い
て
二
列
横
隊
の
隊

形
を
と
ら
せ
る
。

二　

引
き
続
き
通
常
点
検
を
行
う
。

三 　

通
常
点
検
終
了
後
、
指
揮
者
は

引
き
続
き
中
央
指
揮
号
令
の
位
置

 
加
西
市
消
防
団
訓
練
礼
式
大
会取材

協
力
　
加
西
市
消
防
団

に
至
り
、「
番
号
」
に
続
い
て
「
右

向
け
～
右
」
の
号
令
を
下
し
、
側

面
縦
隊
（
四
列
）
の
隊
形
を
と
り
、

部
隊
行
進
を
行
う
。

四 　

部
隊
行
進
中
、
指
揮
者
は
中
央

位
置
で
「
左
向
け
～
左
」
の
動
作

に
よ
り
部
隊
に
正
対
し
て
号
令
を

下
す
。
部
隊
行
進
後
「
分
か
れ
」

を
か
け
、
訓
練
を
終
了
す
る
。

　

こ
れ
ら
行
動
の
審
査
に
つ
い
て
は

北
は
り
ま
消
防
本
部
加
西
消
防
署
の

幹
部
職
員
が
行
い
、
各
行
動
の
的
確

性
や
指
揮
能
力
の
他
、
行
進
時
の
歩

数
や
タ
イ
ム
等
に
つ
い
て
、
減
点
方

式
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
寸
分
の
狂

い
も
な
く
、
全
て
の
選
手
が
一
体
と

な
っ
て
揃
っ
た
瞬
間
の
緊
張
感
、
行

進
の
足
音
が
「
ザ
ッ
、
ザ
ッ
」
と
い

う
一
つ
の
音
と
な
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

響
き
渡
っ
た
時
の
爽
快
感
は
、
見
て

い
る
者
に
感
動
と
興
奮
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。

　

今
大
会
で
は
各
分
団
接
戦
の
結

果
、
第
六
分
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
優
　
勝
　
第
六
分
団

○
準
優
勝
　
第
十
二
分
団

○
第
三
位
　
第
十
分
団

　

大
会
後
、
第
六
分
団
指
揮
者
中
村

哲
太
郎
部
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

第
六
分
団
は
ほ
と
ん
ど
が
初
心
者
ば

か
り
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
こ
れ

だ
け
素
晴
ら
し
い
仕
上
が
り
に
な
っ

た
背
景
に
は
分
団
長
の
指
示
の
元
、

練
習
に
練
習
を
重
ね
た
努
力
の
日
々

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
練
習
の
頻
度

は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か

ら
平
日
週
三
回
で
、
夜
八
時
か
ら
十

時
ま
で
。
六
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、

平
日
は
毎
日
練
習
を
行
い
、
雨
の
日

は
体
育
館
を
使
っ
て
練
習
し
た
と
の

こ
と
。

　

初
心
者
の
選
手
が
多
い
こ
と
も
あ

り
、
最
初
は
練
習
に
よ
る
成
果
が
見

ら
れ
て
も
、
大
会
が
近
づ
く
と
少
し

の
微
調
整
に
な
り
、
練
習
の
成
果
が

最
初
ほ
ど
顕
著
に
見
ら
れ
ず
、
選
手

自
身
も
精
神
的
に
疲
れ
、
士
気
が
下

が
り
そ
う
に
な
っ
た
時
期
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
は
、
や
は
り
練
習
あ

る
の
み
で
、
つ
ら
く
て
も
練
習
し
続

け
た
そ
う
で
す
。

　

中
村
部
長
は
最
後
に
「
第
六
分
団

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
ど
こ
に
も
負
け

な
い
と
思
い
ま
す
。初
心
者
が
多
く
、

苦
し
さ
も
み
ん
な
で
分
か
ち
合
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
優
勝
は
、
選

手
だ
け
で
な
く
Ｏ
Ｂ
や
地
元
の
方
々

が
応
援
し
て
下
さ
っ
た
お
陰
だ
と
心

底
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
無
け
れ
ば
、優
勝
は
無
か
っ
た
。

本
当
に
最
高
の
第
六
分
団
で
す
！
」

と
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
髙
見
団
長
へ
、
本
大
会
開

催
に
つ
い
て
の
思
い
と
、
団
員
の
皆

さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
尋
ね
し

た
と
こ
ろ
「
礼
式
は
現
場
で
の
指
揮

が
、
指
揮
者
に
よ
り
確
実
に
出
来
、

迅
速
で
的
確
な
消
防
活
動
を
行
う
為

に
必
要
な
も
の
。
有
事
の
際
の
活
動

の
根
幹
と
な
る
た
め
、
本
大
会
は
と

て
も
意
義
あ
る
も
の
だ
と
思
う
。
団

員
諸
君
は
、
昼
間
の
仕
事
の
後
で
、

長
期
の
訓
練
は
本
当
に
大
変
だ
っ
た

だ
ろ
う
。
本
日
、
大
会
を
無
事
終
え

る
こ
と
が
出
来
て
、
と
て
も
感
謝
し

て
い
る
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
大
会
を
通
じ
、
団
員
の
皆
さ
ん

が
身
に
つ
け
ら
れ
た
、
消
防
活
動
の

根
幹
と
な
る
厳
正
な
規
律
と
秩
序
あ

る
団
体
行
動
を
、
有
事
の
際
に
大
い

に
発
揮
し
て
下
さ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
！

開会式

訓練礼式競技

集まれ！！

第六分団　中村部長

表彰式

優勝した第六分団

http://www.hyogoshoubou.jp/

「こんにちは！ひょうごの消防団です」
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丹
波
市
は
兵
庫
県
の
中
央
東
部

に
位
置
し
、
南
北
に
子
午
線
東
経

一
三
五
度
線
が
通
っ
て
お
り
山
林
が

約
七
五
％
を
占
め
春
の
カ
タ
ク
リ
、

秋
の
紅
葉
な
ど
自
然
豊
か
で
六
町
の

特
徴
を
い
か
し
た
町
つ
く
り
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
山
南
町
で
大
型
草
食
恐

竜
の
化
石
が
発
掘
さ
れ
メ
デ
ィ
ア
に

　

平
成
二
三
年
六
月
一
五
日
、
舞
子

ビ
ラ
神
戸
に
お
い
て
、
平
成
二
三
年

度
兵
庫
県
ま
と
い
会
理
事
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
会
長
が
議
長
を
務
め
ら
れ
る

な
か
、
審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の

議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
理
事
会
の
主
要
議
題
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

第
一
号
議
案

　

平
成
二
二
年
度
事
業
報
告
及
び
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

　
第
二
号
議
案

　

平
成
二
三
年
度
事
業
計
画
及
び
歳

入
歳
出
予
算
に
つ
い
て

■
兵
庫
県
ま
と
い
会
　
組
織
概
要

　

県
下
全
域
に
熟
練
し
た
自
主
防
災

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
各
地
域
の
既
設
自
主
防
災

組
織
の
充
実
・
強
化
及
び
未
組
織
地

域
の
組
織
化
を
図
る
と
と
も
に
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
六
一
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
幹
部
Ｏ
Ｂ
及
び
現
役
消
防

団
幹
部
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
よ
り

地
域
に
密
着
し
た
活
動
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

現
在
県
下
で
、
七
〇
〇
名
程
度
の

会
員
数
を
擁
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
（
平
成
二
二
年
度
）

　

①
研
修
会
の
実
施

　
　

著
名
講
師
に
よ
る
講
演

　

②
防
災
啓
発
資
材
の
作
成
・
配
布

も
取
り
上
げ
ら
れ
話
題
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

丹
波
市
消
防
団
は
平
成
一
六
年

一
一
月
に
六
町
合
併
に
よ
る
丹
波
市
発

足
に
伴
い
二
，
八
九
八
名
定
数
で
現
状

統
合
し
そ
の
後
六
支
団
、
三
八
分
団
、

九
五
部
、
団
員
定
数
二
，
六
九
六
名

と
な
り
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。私

は
氷
上
町
消
防
団
第
一
一
分
団

に
所
属
し
副
分
団
長
か
ら
分
団
長
拝

命
時
で
し
た
。

氷
上
支
団
は
各
自
治
区
に
一
部
を

有
し
施
設
装
備
等
の
整
備
も
区
の
多

大
な
支
援
を
受
け
「
お
ら
が
村
の
消

防
団
」
と
し
て
誇
り
を
持
ち
住
民
と

の
信
頼
厚
き
態
勢
で
あ
り
ま
し
た
。

丹
波
市
消
防
団
と
な
り
二
年
後
に

は
部
の
統
合
や
出
動
態
勢
、
消
防
車

両
等
施
設
整
備
充
実
に
向
け
て
の
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
員
の
高

齢
化
、
新
入
団
員
の
確
保
難
な
ど
課

題
も
顕
著
化
し
て
き
た
時
期
で
あ
り

副
団
長
と
し
て
最
善
を
つ
く
し
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
依
然
と
し
て
各
支

団
の
消
防
力
に
差
が
あ
り
、
氷
上
支

団
に
お
い
て
は
、
四
〇
名
前
後
の
団

員
定
数
を
抱
え
る
部
が
出
来
る
な
ど

各
支
団
に
お
い
て
様
々
な
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
諸
問
題
（
組
織
の
均
衡

化
と
団
員
数
の
適
正
化
）
に
対
応
す

る
た
め
消
防
団
幹
部
が
「
新
時
代
に

即
し
た
消
防
団
組
織
に
つ
い
て
」
を

策
定
し
地
域
の
会
合
に
出
向
き
市
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
な
が
ら
こ
の

二
三
年
四
月
か
ら
段
階
的
に
消
防
車

両
等
施
設
整
備
の
充
実
、
団
員
定
数

の
適
正
化
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
定
数
二
，
一
六
一
名
、
二
七

年
に
は
一
，七
〇
六
名
の
計
画
で
す
。

専
任
副
団
長
と
し
て
市
幹
部
の
任

務
に
当
た
る
中
で
諸
先
輩
方
の
多
大

な
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
機
能
的
な
消

防
団
へ
の
道
筋
を
付
け
て
い
た
だ
き

感
謝
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

時
代
の
流
れ
の
中
で
お
こ
る
災
害

や
組
織
の
諸
問
題
へ
の
対
応
は
様
々

な
工
夫
と
行
動
が
必
要
と
な
り
ま

す
。「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」

普
遍
の
精
神
の
も
と
更
な
る
自
身
の

精
進
と
団
員
の
技
術
及
び
資
質
の
向

上
を
図
り
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く

り
に
覚
悟
を
も
っ
て
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。

姫
路
東
消
防
団
は
、
世
界
遺
産
・

国
宝
「
姫
路
城
」
を
初
め
と
す
る
文

化
施
設
、
商
業
施
設
、
繁
華
街
、
住

宅
密
集
地
な
ど
多
様
な
都
市
構
成
が

形
成
さ
れ
る
姫
路
市
の
中
心
部
を
管

轄
す
る
消
防
団
と
し
て
、
昭
和
四
四

年
発
足
以
来
、
分
団
の
再
編
を
経
て

現
在
一
本
部
二
〇
分
団
、
団
員
数

六
九
〇
名
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
姫
路
城
は
「
平
成
の
保
存

修
理
」
に
よ
り
、
大
天
守
は
素
屋
根

で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
素
屋
根
内

部
の
大
天
守
修
理
見
学
施
設
「
天
空

の
白
鷺
」
に
よ
っ
て
改
修
の
様
子
が

公
開
さ
れ
、
海
抜
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

に
に
広
が
る
天
空
を
見
よ
う
と
全
国

か
ら
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

前
田
団
長
は
、
昭
和
四
八
年
に
姫

路
東
消
防
団
四
郷
分
団
に
入
団
さ

れ
、
平
成
六
年
に
四
郷
分
団
長
、
平

成
一
二
年
に
本
部
付
分
団
長
を
経
て

平
成
一
四
年
に
副
団
長
、
平
成
二
三

年
四
月
よ
り
、
第
八
代
目
の
団
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

四
郷
分
団
在
籍
時
に
は
、
一
番
早

く
火
災
現
場
に
駈
け
付
け
、
消
火
活

動
、
現
場
指
揮
に
あ
た
ら
れ
、
出
動

回
数
も
分
団
で
一
番
多
く
、
団
員
か

ら
は
全
幅
の
信
頼
を
得
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
非
常
に
面
倒
見
が
良

く
、
物
事
を
ま
と
め
る
力
に
長
け
て

お
ら
れ
る
た
め
、
団
本
部
に
入
ら
れ

て
か
ら
は
団
の
ま
と
め
役
に
徹
し
、

幹
部
か
ら
も
全
幅
の
信
頼
を
得
て
お

ら
れ
ま
す
。

物
知
り
と
し
て
知
ら
れ
、
人
脈
も

豊
か
で
、
地
域
住
民
か
ら
も
頼
り
に

さ
れ
て
お
ら
れ
る
団
長
さ
ん
で
す
。

お
仕
事
は
、
下
水
道
設
備
業
を
自

営
さ
れ
、
一
緒
に
営
ん
で
お
ら
れ
る

息
子
さ
ん
は
姫
路
東
消
防
団
員
で
も

　

私
が
消
防
団
に
入
団
し
た
き
っ
か

け
は
、
顔
見
知
り
の
先
輩
か
ら
勧
誘

 

「
自
分
た
ち
で
地
域
を
守
る
」

　

神
戸
市
西
消
防
団
岩
岡
支
団

　
　
　

第
四
分
団
北
場
班

長
谷
川　

司

を
受
け
た
こ
と
で
す
。

　

入
団
す
る
前
は
自
分
の
仕
事
や
生

活
に
追
わ
れ
て
ば
か
り
で
、
地
域
の

安
全
を
守
る
と
い
う
意
識
は
乏
し

く
、
入
団
当
初
も
消
防
の
活
動
が
随

分
面
倒
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
先
輩
方
が
忙
し
い
中
で

も
、
き
ち
ん
と
責
任
感
を
持
っ
て
活

動
を
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
て
段
々
と

敬
意
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

先
輩
方
は
普
段
は
面
白
い
こ
と
を
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ざ
火
事
が
あ

れ
ば
さ
っ
と
出
動
し
、
落
ち
着
い
て

ポ
ン
プ
車
を
出
し
て
、
現
場
で
テ
キ

パ
キ
活
動
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、

す
ご
い
な
、
か
っ
こ
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

消
防
団
に
入
っ
て
活
動
を
続
け
て

い
く
中
で
、
初
め
て
自
分
た
ち
が
地

域
の
安
全
を
守
っ
て
い
く
ん
だ
と
い

う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
具
体
的
に
ど
う
動
け

ば
い
い
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
自
分
の
仕
事
や
生
活
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
た
め
に
貢
献

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
消
防
団
を

通
じ
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、東
日
本
大
震
災
で
は
、

地
元
の
消
防
の
皆
さ
ん
が
命
懸
け
の

活
躍
を
さ
れ
た
と
報
道
で
聞
き
ま
し

た
。
普
段
か
ら
消
防
団
の
活
動
が

あ
っ
て
こ
そ
地
域
の
絆
が
強
ま
り
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
動
け
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、

私
も
平
時
か
ら
自
分
た
ち
が
地
域
を

守
る
の
だ
と
い
う
意
識
を
高
め
て
消

防
団
の
活
動
に
当
た
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

あ
り
、
お
仕
事
と
消
防
団
を
親
子
二

代
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

座
右
の
銘
は
「
真
実
一
路
」
だ
そ

う
で
、「
偽
り
の
な
い
真
心
を
も
っ

て
一
筋
に
進
む
こ
と
」
は
、
ま
さ
に

ご
本
人
の
消
防
団
生
活
そ
の
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
の
消
防
団
活
動
に
お
け
る
抱

負
を
お
聞
き
す
る
と
、
全
国
的
に
消

防
団
員
が
減
少
し
て
い
る
が
、
若
い

年
齢
層
に
入
団
を
呼
び
か
け
た
い
。

東
日
本
大
震
災
は
未
曾
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
消
防

団
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
い
か
に

大
事
か
を
学
ん
で
欲
し
い
。
地
域
防

災
が
一
番
大
事
で
あ
り
、
今
後
も
住

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
。お

孫
さ
ん
二
人
が
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー

ド
（
水
上
版
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
）
の
プ

ロ
ラ
イ
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お

り
、
休
み
の
日
に
は
全
国
各
地
で
開

か
れ
る
大
会
へ
応
援
に
行
く
こ
と
が

何
よ
り
の
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

○178

平
成
二
三
年
度
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兵
庫
県
ま
と
い
会
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催
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「
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ら
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海
、山
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

さ
て
、
今
月
号
の
一
面
に
は
平
成

二
三
年
春
の
叙
勲
の
伝
達
式
及
び
受

章
者
の
方
々
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

　

栄
え
あ
る
叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
こ
と
を
事
務
局
一
同
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
突
撃
取
材
と
し
て
加

西
市
消
防
団
訓
練
礼
式
大
会
を
取
材

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
者
各
位
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

暑
い
日
々
が
続
き
ま
す
。
く
れ
ぐ

れ
も
熱
中
症
に
は
気
を
つ
け
て
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は
、
西
脇
市
消
防
団
で

す
。今

回
は
、
西
脇
市
の
魅
力
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
西
脇
市
は
兵
庫
県
の

中
央
や
や
東
部
に
位
置
し
、
東
経

一
三
五
度
と
北
緯
三
五
度
が
西
脇
市

で
交
差
す
る
こ
と
か
ら
「
日
本
の
へ

そ
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

西
脇
の
名
前
の
由
来
は
、
中
心
市

街
地
を
形
成
す
る
西
脇
地
区
が
古
来

こ
の
地
の
呼
び
名
で
あ
っ
た
都
麻（
津

万
：
つ
ま
）
郷
の
西
側
で
あ
る
か
ら

と
も
、
室
町
時
代
に
当
地
を
治
め
て

い
た
城
の
西
側
に
位
置
し
て
い
た
こ

と
か
ら
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
は
、
旧き

ゅ
う
き来

住し
け
じ
ゅ
う
た
く

家
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
大
正
時
代

の
高
級
民
家
で
、
当
時
の
最
高
級
の

用
材
と
最
高
の
技
術
を
用
い
て
建
築

さ
れ
て
お
り
、国
登
録
文
化
財
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
周
辺
に
は
、

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
趣
き
あ

る
住
宅
が
多
く
、
人
気
の
散
策
コ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
の
駅
名

に
も
な
っ
て
い
る
西
脇
市
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
「
日
本
へ
そ
公
園
」
で
す
。

「
日
本
へ
そ
公
園
」
に
は
、
こ
の
場

所
が
東
経
一
三
五
度
と
北
緯
三
五
度

が
交
差
す
る
こ
と
を
示
す
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
は
じ
め
、
西
脇
市
出
身
の
世

界
的
芸
術
家
・
横
尾
忠
則
氏
の
作
品

を
収
蔵
展
示
す
る
岡
之
山
美
術
館
や

地
球
・
宇
宙
を
テ
ー
マ
に
し
た
に
し

わ
き
経
緯
度
地
球
科
学
館
「
テ
ラ
・

ド
ー
ム
」
が
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自

然
の
中
で
、
芸
術
と
地
球
と
宇
宙
の

科
学
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
公
園

と
し
て
人
気
が
あ
り
、
休
日
に
は
、

た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま

す
。西

脇
の
食
と
言
え
ば
、「
播
州
ラ
ー

メ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
す
っ
き
り
し

た
甘
味
の
あ
る
ス
ー
プ
が
特
徴
の「
播

州
ラ
ー
メ
ン
」
は
、
そ
の
味
を
求
め
、

遠
方
か
ら
食
べ
に
来
ら
れ
る
方
も
多

い
人
気
の
ご
当
地
グ
ル
メ
で
す
。

特
産
物
と
し
て
は
、
黒
田
庄
和
牛

が
あ
り
ま
す
。「
神
戸
ビ
ー
フ
」
の
優

良
産
地
と
し
て
有
名
で
、「
幻
の
神
戸

ビ
ー
フ
」
と
も
言
わ
る
黒
田
庄
和
牛

の
味
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
新
た
な
特
産
物
と
し
て
、
金
ゴ

マ
が
あ
り
ま
す
。「
日
本
の
へ
そ
ゴ
マ
」

の
名
前
で
有
名
な
西
脇
の
金
ゴ
マ
は
、

香
り
・
味
と
も
に
良
く
最
高
級
の
金

ゴ
マ
と
し
て
、
人
気
が
あ
り
ま
す
。

県
下
の
消
防
関
係
の
皆
様
、
週
末

の
ド
ラ
イ
ブ
ま
た
、
日
帰
り
旅
行
の

コ
ー
ス
と
し
て
、
阪
神
地
域
か
ら
で

も
車
で
約
一
時
間
半
の
距
離
に
あ
る

西
脇
市
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
日
本
の
へ
そ
西
脇�

西
脇
市
消
防
団

豊
岡
市
は
、
平
成
一
七
年
四
月
一

日
、
兵
庫
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る

一
市
五
町
が
合
併
し
た
ま
ち
で
、
城

崎
地
域
は
面
積
三
一
・
一
九
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
町
の
中
に
は
緩
や
か
に

流
れ
る
円
山
川
が
あ
り
、
自
然
豊
か

な
温
泉
を
中
心
に
し
た
町
で
す
。
城

崎
温
泉
は
、
ゆ
か
た
姿
で
下
駄
を
カ

ラ
ン
コ
ロ
ン
と
い
わ
せ
な
が
ら
七
つ

の
外
湯
を
め
ぐ
る
と
、
日
常
の
生
活

か
ら
解
放
さ
れ
た
気
分
を
醸
し
出
し

て
く
れ
ま
す
。
香
川
修
徳
が
江
戸
中

期
に
著
し
た
「
一
本
堂
薬
選
」
で
城

崎
の
湯
を
天
下
一
と
賞
賛
し
た
こ
と

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
「
一
の
湯
」。
後

堀
河
天
皇
の
姉
で
あ
る
安
嘉
門
院
が

入
湯
さ
れ
た
史
実
に
由
来
し
名
付
け

ら
れ
た
「
御
所
の
湯
」
な
ど
、
温
泉

街
に
点
在
す
る
七
つ
の
外
湯
に
七
回

入
る
と
四
十
苦
難
か
ら
逃
れ
る
と
い

う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

消
防
団
は
、
市
町
合
併
前
の
六
消

防
団
を
残
す
多
団
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。
我
が
豊
岡
市
城
崎
消
防
団
は
昭

和
二
三
年
の
消
防
組
織
法
公
布
に
よ

る
旧
城
崎
町
消
防
団
設
置
に
始
ま
り
、

昭
和
三
十
年
四
月
に
は
、
内
川
地
区

の
団
員
を
含
め
新
城
崎
消
防
団
と
し

て
活
動
を
始
め
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
数
回
に
わ
た
る
組
織
改
組

を
行
い
、
平
成
一
一
年
四
月
に
は
団

組
織
が
五
分
団
一
○
班
と
な
り
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
管
轄
区
域
の
人

口
は
約
三
八
○
○
人
と
小
規
模
で
す

が
、
温
泉
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
夜

間
人
口
は
宿
泊
さ
れ
る
観
光
客
な
ど

に
よ
っ
て
増
え
ま
す
。
こ
の
地
区
を

現
在
、定
数
一
五
○
名
の
体
制
で
守
っ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
五
月
二
三
日
に
行
い

ま
し
た
北
但
大
震
災
記
念
消
防
訓
練

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
訓
練

の
契
機
と
な
っ
た
北
但
大
震
災
と
は

一
九
二
五
年
五
月
二
三
日
、
午
前

一
一
時
一
一
分
兵
庫
県
但
馬
北
部
円

山
川
河
口
付
近
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
六
．八
、最
大
震
度
六（
当

時
の
震
度
で
最
大
）
の
地
震
で
し
た
。

当
時
の
建
物
は
木
造
が
多
く
瞬
時
に

し
て
倒
壊
。
昼
食
準
備
で
火
を
焚
い

て
い
た
民
家
や
旅
館
で
は
火
災
が
発

生
し
、
町
は
焼
け
野
原
に
な
り
ま
し

た
。
城
崎
で
は
二
七
二
名
（
人
口
比

八
％
、
う
ち
七
一
％
が
女
性
）
の
死

者
数
を
記
録
し
ま
し
た
。

犠
牲
者
の
大
半
は
、
食
事
中
に
倒

壊
し
た
建
物
に
挟
ま
れ
た
ま
ま
火
災

に
よ
っ
て
焼
死
し
た
女
性
た
ち
で
あ

り
、「
北
但
大
震
災
の
最
大
の
犠
牲
者

は
城
崎
の
女
性
で
あ
る
」
と
ま
で
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
震
災
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
城
崎
消
防

団
で
は
毎
年
五
月
二
三
日
に
全
分
団
、

団
員
を
対
象
に
、
よ
り
実
戦
に
近
い

設
定
に
し
、
消
防
車
両
の
配
置
場
所

や
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
時
刻
、
火
災
場

所
を
伏
せ
て
消
防
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
火
災
場
所
を
道
路
状
況

と
水
利
確
保
が
困
難
と
思
わ
れ
る
城

崎
町
飯
谷
区
の
韓か

ら
く
に国
神
社
に
決
定
。

午
前
一
〇
時
〇
〇
分
に
サ
イ
レ
ン
吹

鳴
す
る
と
同
時
に
防
災
無
線
で
訓
練

場
所
の
放
送
を
し
ま
し
た
。
一
〇
時

〇
二
分
に
最
初
の
車
両
が
現
場
到
着
、

一
〇
時
一
一
分
に
放
水
開
始
。
最

終
車
両
の
到
着
が
一
〇
時
一
二
分
、

同
車
両
の
放
水
が
一
〇
時
三
三
分
。

一
〇
時
四
〇
分
に
放
水
停
止
。
そ
の

後
震
災
供
養
塔
ま
で
移
動
し
「
災
害

か
ら
人
命
を
守
る
」
と
い
う
意
識
を

全
団
員
が
持
ち
参
拝
し
ま
し
た
。
参

拝
後
は
、
大
谿
川
に
あ
る
消
防
水
利

の
点
検
、
清
掃
を
行
い
、
全
て
の
訓

練
を
終
了
ま
し
た
。

近
年
は
、
地
震
や
津
波
被
害
、
早

い
時
季
か
ら
の
台
風
接
近
や
、
多
発

す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
自
然
災
害
の
被

害
規
模
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
ま
ち
の
防
災
体
制
に

は
不
可
欠
で
あ
り
、
団
組
織
の
充
実
、

強
化
を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
心
意
気
と

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
展
開
し
て

住
民
の
期
待
に
団
員
一
丸
と
な
り
応

え
て
い
き
ま
す
。

編
集
後
記
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